
パ リロ ン ド ン

日本ビール、日本ウイスキーwatching in LONDON & PARIS 2014

「日本ビール編」：2014年の暮れに、ロンドンとパリで同時期に観察した資料です。

Brewed & Bottled
Under Licence in the EU

Brewed & Bottled by
Welles & Young’s 
Brewing, UK

Product of 
CZECH REPUBLIC

Brewed & Bottled by
ASAHI BEER Tokyo, JAPAN

「欧和」（OWA Brewery)
Brewed by Japanese Brewer 
in BELGIUM

Brewed & Bottled 
in the UK 
by SHEPHERD NEAME LTD.

 ロンドンの日本食品小売最大手、「ジャパンセンター」でビールを観
察。表示を拡大して生産場所などを確認。キリン、アサヒ、サッポロ
は委託生産が中心で、国籍はこのように多彩。

 キリンは委託先社名を明記。アサヒは、英国（びん）は委託先社名
を明記しているが、チェコ（缶）は特に記載していない。サッポロは、
EUとあって国名も委託先社名も記載していない。

 冷蔵棚の写真のうち、サッポロのタンブラー型缶の拡大写真がありま
せんが（ピンボケだった）、カナダ製（傘下のスリーマン社製）のはず。

「武蔵野」（麻原酒造）
Brewed & Bottled in JAPAN
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WEIHENSTEPHAN, 
GERMANY

WEIHENSTEPHAN, 
GERMANY

Product of 
CZECH REPUBLIC

 パリの日本食品小売最大手、
「京子」でビールを観察。

 ロンドンではキリンとアサヒ（びん）
が英国製だったけれど、パリでは
ドイツ製とチェコ製となる。サッポ
ロは置いていなかった。

「欧和」（OWA Brewery)
Brewed by Japanese Brewer 
in BELGIUM

「馨和（KAGUWA)」（日本クラフトビール）
Brewed in BELGIUM

 キリンの「ヴァイヘンシュテファン醸造所」の文字は太字に
なっていて、控えめにアピール（現存する世界最古の
ビール醸造所で、ミュンヘン工科大学の一部としてビー
ル技術者の勉強の場でもある）。

 ロンドンにもあった「欧和（おうわ）」は「OWA Brewery」
社の製品で、ベルギーで日本人が醸造。

 「馨和（かぐわ）」は東京の「日本クラフトビール」社がベ
ルギーで委託生産している製品で、日本の柚子や山
椒でフレーバーをつけている。
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パ リロ ン ド ン

日本ビール、日本ウイスキーwatching in LONDON & PARIS 2014

 ロンドン最大のワインの取り揃えといわれる「ヘドニズ
ム・ワイン」には、サケ・焼酎やウイスキーもある。日本
ウイスキーには一棚が割り当てられている。

 「サントリー」、「ニッカ」の見事なラインナップ。「オール
ド」や「角びん」まであるのがわかる。

 一番上の棚には「イチローズモルト」が10種類！

「日本ウイスキー編」：2014年の暮れに、ロンドンとパリで同時期に観察した資料です。
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（ヘドニズムワインの過去の資料）
http://www.kitasangyo.com/Archive/Data/sake_London_2013.pdf
（ヘドニズムワインのサケ・ワインの資料）
http://www.kitasangyo.com/Archive/Data/Sake_London2014.pdf

http://www.kitasangyo.com/Archive/Data/sake_London_2013.pdf
http://www.kitasangyo.com/Archive/Data/Sake_London2014.pdf


 パリ最大のスピリッツの取り揃えといわれる「メゾン・
ド・ウイスキー」。2店あるうち、オデオンの店で「サン
トリー」、「ニッカ」、「イチローズ・モルト」を見る。

 オデオンの店が開業したのが2009年ころ。3～4年

前はジャパニーズウイスキーがもっと目立つところに
ずらりと並ぶ棚取りでしたが、少しフェースが減った
ように見えます。

 店舗スペースが限られているので、日本のサケや、
近年流行のマイクロ蒸留所の製品（アメリカ製や英
国製）が多く並ぶようになったことも関係あるでしょう。
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（LMDWの過去の資料）
http://www.kitasangyo.com/Archive/Data/Sake_Wsky_Paris2011_12.pdf
http://www.kitasangyo.com/Archive/Data/Sake_Wsky_Paris2010-11.pdf
（LMDWのサケの資料）
http://www.kitasangyo.com/Archive/Data/Sake_Paris2014.pdf

http://www.kitasangyo.com/Archive/Data/Sake_Wsky_Paris2011_12.pdf
http://www.kitasangyo.com/Archive/Data/Sake_Wsky_Paris2010-11.pdf
http://www.kitasangyo.com/Archive/Data/Sake_Paris2014.pdf


 欧州の主要空港の免税店には、2013年頃から日本ウイスキーが並ぶようになった。

 ヒースロー空港は無論スコッチ中心だが、「白州」「山崎」もある。いわば、「那覇空港
に、沖縄の泡盛と並んで九州の焼酎が置いてある」くらい、特別なこと。

 シャルルドゴール空港には「竹鶴」「余市」などのほか「イチローズモルト」もある。なお、
右下にある「KAVALAN」は台湾のウイスキー。最近、日本でも販売されている。

 ついでに、アムステルダム空港の写真も掲載。「サントリー」「ニッカ」 「イチローズモル
ト」 がならぶ。その右の「水井坊」（Shui Jing Fang）というのは中国の高級白酒（パイ

チュウ）で、ディアジオ（ジョニーウォーカー、スミノフ、ギネス等をもつ）の完全傘下。こち
らも最近ずいぶん目にする。中国人が買うのだろう。因みに、 「山崎18年」とその隣の
「水井坊」はともに169€。 （ 1€=¥150で換算すれば、¥25,000。）
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 ロンドンの日本食レストラン、パリの日本人シェフのフレンチの店で、日本ウイ
スキーのメニューを見る。

 ロンドンの店で一番高いのは「山崎・ミズナラカスク」で50ml₤ 85、パリの店で
一番高いのは「山崎シングルモルト25年」で60ml120€。（ ₤1=¥190と
1€=¥150で換算すれば、¥16,000と¥18,000。）

 もちろん、ハロッズやギャラリーラファイエット（日本で
言えば三越）にも日本ウイスキーがいい場所におい
てあるのですが、ここでは省略。
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 パリ出張に偶々日程が重なっていた、「ウイスキー・ライブ」というイ
ベントに参加（入場料50€ ）。2日間、サンジェルマンにあるビル一

棟を借り切って、世界各地のウイスキーやスピリッツ（蒸留酒）を愛
好家にテースティングさせるイベント。今年が11回目の開催

 「グローバル・ブランド・ウイスキー」の出展者のリスト。世界のブラン
ドに混じって、ジャポン（日本）に「ニッカ」と「サントリー」の名前があ
る。

 ニッカは、「通常ブース」とは別に、一部屋を借り切って「竹鶴80周
年記念ブース」を出されていました。「竹鶴21年」、「竹鶴21年・ノ
ンチルフィルター（冷却フィルターなし）」、「竹鶴21年・マデイラ樽仕
上げ」、「竹鶴21年・ポート樽仕上げ」を飲み比べ、という幸運に
恵まれました。

 パリのウイスキーライブ2014の詳細はブログで
http://blog.goo.ne.jp/kita-slow_blog/e/a5af07a9785b7a1ddc38cc5eb24310b7

 （参考情報）別の日にSPEXA（日本のJETROのような組織）で聞いた、

「フランスのアルコール飲料事情」のスライドの一枚。ウイスキーがスピ
リッツの中ではシェア38.4％、一番好まれる、というデータ。
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http://blog.goo.ne.jp/kita-slow_blog/e/a5af07a9785b7a1ddc38cc5eb24310b7

